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骨鵬性脊椎骨折に対す‘骨切り矯正術におけるFEM棚いた力学的解析

‐骨脆弱性と矯正時のｱﾗｲﾒﾝﾄが再建脊椎に及ぼす応力増加について‐

’ 
かかわらず，矯正部の後弩角度が１５度で危険域に達し

た．一方，後弩角度0度では全ての群において安全域の

範囲内であった．【考察】局所後弩角度と骨密度はとも

に，再建椎体の応力増加に大きく影響し，特に椎体前方

圧潰の重要なファクターである．椎弓根部より，前方要

素で大きな応力増加を示したことより，骨粗繧症では椎

体前方圧潰が，スクリューの脱転に先行するのでないか

と予想し得る．同じ安静立位であっても，代償姿勢は応

力値が低く，力学的に安定した状態であることが判明し

た．下肢の代償機構が十分に機能しているかどうかの術

前評価は，臨床的に重要である．各骨粗籟症での応力の

変動域より，ＢＭＤが0.619/Cm2の骨粗霧症ではたとえ後

弩角１５度まで矯正を行っても前方圧潰の危険域に入っ

てしまう．骨粗霧症に胸腰椎移行部で後弩変形の矯正を

行う場合，後弩角度は力学的安定性の高い0度を目標に

すべきと考えた．【結論】局所後弩角度と骨密度は，骨切

り矯正術において，重要なファクターである．脊椎後弩

変形を伴った骨粗霧症患者に対し胸腰椎移行部で骨切り

矯正術を施行する場合，目標とする矯正部角度は0度で

あり，生理的な脊椎アライメントに矯正することが最も

重要である．
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